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●１月公表時より中国が大きく落ち込み、その落ち込みを他地域でカバーす
るも、地域構成差等により利益項目は未達となる。しかし前年比で見ると、
売上高は為替の円高影響があるも、前年比106%。 

●営業利益は前年比30%以上の増益。 

●純利益は、前年の約2倍。 

●１株当り配当金は、年間30円。 
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●海外売上高比率は、前年比△4ポイントの74%。 

●中国は需要減少により前年比△34%、欧州も前年比△3%となるも、その他
の地域は堅調に推移した。 
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●為替の円高影響があるも、原価低減や部品・サービス売上の増加で、
原価率が前年比1.8ポイント改善。 

●営業利益率は、前年比1.3ポイント改善。 
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●中国のリーシングで支払利息が増えたことにより、金融収支は前年
比△31億円。 
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●経常利益は、前年比23%の増益、利益率は0.9ポイントの改善。 

●純利益は、前年比108％の増益、利益率も1.4ポイントの改善。 
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●売上増と、売上増を賄う間接費増の合計で+58億円。 

●売価改善、資材費低減の合計で134億円の増益となるも、為替影響
△173億円。 

●上記のマイナスに対し、部品・サービス売上増を中心とする構成差
等で+79億円あり、経常利益は、対前年98億円増の517億円。 
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●12年度の見通しは、ＴＣＭを第2四半期より持分法適用会社として織込ん
でいる。その影響はフォークリフトを中心とする「産業車両」で、売上高は
590億円の減を織込み、売上高の合計は、対11年で8％の増加。 

●為替については、ドル78円 ﾕｰﾛ105円 人民元12.5円 と想定。 

●１株当り配当金は、現段階では年間40円を予定。 
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●海外売上高比率は、対11年で+5ポイントの79％となる見通し。 

●地域別売上では、欧州で対11年△9ポイントの91%、それ以外の地域ではプラス。 

   (日本については、TCM影響を除くと対11年+9ポイントの106%となる。) 
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●売上増についてはアジア大洋州や米州を中心とした需要増により
400億円、為替は△45億円。 

●売上増を賄う間接費増があるも、売価改善や原価低減による利益増
があり、経常利益は163億円増の680億円となる見通し。 
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